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Ｎｏ．２ 

一宮聖光幼稚園後援会 
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７月 24 日にきく組のお泊り保育のお手伝いをしました。まず各務原の河川環境楽園での水遊び、そして帰

ってきてから夕食、お風呂、花火というプログラムです。日中は運転手兼カメラマンとして私一人が参加しま

したが、夕食の準備からは他に数名のお父様方も参加してくださいました。 

普段遠足などの行事も妻に任せきりで、あまり幼稚園の子どもたち

と接する機会はなかったのですが、とても新鮮な経験でした。 

お弁当の時間に、既に男の子と女の子が別々にグループ

を作って座るのも驚きでしたし（我が息子は唯一例外）、夕

食の準備がみんな上手で、整然と行なうのもびっくりでした。

さすがに銭湯（男湯です）では大騒ぎでしたが…。 

子どもが家で話してくれるお友達がどの子かもかなりわかったのも収穫です。

これで子どもの話にもついていけます。 

子どもたちにもよそのお父さんと接するのは新鮮だったのではないでしょうか。今後も芋掘り、バザー、餅つ

きなど、男性が参加しやすい行事はあります。男性の皆さん、ぜひ一度参加してみてください。 

一日くらい休暇をとってもその価値はありますよ。           ☆野田いぶき・尚樹パパ 

 

 

きく組お泊り保育、お手伝いしてきました！！ 

今年の夏休みは、本当に暑かったですね 夏休みも終わり もうすぐ運動会が近づいてきます。

子供達は、お家の方に見てもらうのをとても楽しみにしています。運動会に向けて 一生懸命 

練習に励んでいる姿が目に浮かんできますね。      

そんな素敵な姿を受け取りながら 運動会を見るのは、本当に親としてもうれしいですね 

バザーに向けて準備も本格的に始まりつつあります。  

先日の手芸合同制作のお手伝い、ご協力 誠に有難うございました。  

皆様のご協力あっての事だと心から感謝し本当に嬉しく思います。  

そしてバザーに向けて皆様のご協力に心から感謝申し上げます。 

どうぞこれからもバザーのお手伝い宜しくお願いします。     ☆後援会会長 渡辺智子  

 
私はバイキンマンではありません。副園長です。幼稚園が夏休みの間死んでいた私も、2 学期が始まり、久し

ぶりに大勢の可愛い子どもたちの顔を見て、息を吹き返しました。 

子どもたちはもとより保護者の皆さんも、幼稚園生活を大いに楽しんでいただけるよう、環境を整えるのが私

の役目と思っています。幼稚園が交流の場となって、人とふれあう喜びや、自己表現の喜びをお感じいただ

ければと願っています。みんなが大好きな一宮聖光幼稚園を、さらにパワーアップして、お互いへの思いやり

とふれ合いの喜びを感じることのできるすてきな幼稚園にしていきましょう。      ☆副園長 伊藤幸雄 

（ｲﾗｽﾄ提供：ふわふわ、り。） 

(ｲﾗｽﾄ提供：been’s house) 


